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・ Windows XP Home/Professional 
・ Windows 2000 Home/Professional (SP4 適用済み) 
CPU：  
・ Intel Pentium4 2.0GHz 以上 
(推奨．これより低い環境ではテストしていません)．  
・ または、上と同程度以上の性能の CPU 
メモリ: 
・ 256MB 以上 (512MB 以上推奨) のメモリ 
HDD 空き容量：  
・ 約 100MB 以上必要 
ディスプレイ： 





・ 「.NET Framework 2.0 再頒布可能パッケージ(32bit 版:x86)」 
・ 「.NET Framework 2.0 日本語 Language Pack(32bit 版:x86)」 
注意： これは 32bit マシン(現行主流 PC)の場合です。 




     入手先：「Microsoft .NET Framework ダウンロード」 
   https://www.microsoft.com/japan/msdn/netframework/downloads/ 
 
・ 「Windows Installer 3.0」以上 
( 新 Windows Update が完了していれば、インストールされています。) 
        入手先：「Microsoft ダウンロードセンター」 
   http://www.microsoft.com/downloads/Search.aspx?displaylang=ja 
 
・ 「Internet Explorer 5.01」以上 






（１）配布の ZIP 圧縮書庫を展開してできたファイルの内、「setup.exe」および「FPHM 
Installer.msi」をご使用の PC のデスクトップにコピーしてください。 
    
（２）「setup.exe」をダブルクリックして、FPHM Interface のインストールを実行します。 
   「Windows Installer 3.0」 以上がインストールされていない場合、エラーが表示されます。 






（３）「setup.exe」が実行されると、まず「.NET Framework 2.0」の有無が確認されます。 












（６）配布 CD 内の FPHM 解析エンジン「s.exe」を、ご使用の PC の適当なフォルダ(例： 




   
 「FPHM Interface」が実行されていないのを確認した後、コントロールパネルの「プログ









図 1．FPHM の起動 
 
 
デスクトップから起動する場合  ：①´の「FPHM Interface」アイコンをダブルクリック 











①  設計図書の図面をスキャナなどで PC に取り込み、画像ファイルにしておく。 
  ※ この作業は本ソフトウェアの機能外です。各自で実施しておいてください。 






する。(p.7 ４．座標取り込みの手順)  
③  出力設定画面にて、②で作成したデータファイルを入力ファイルとして指定し、解析結果の出力ファ
イルの作成先を決定する。(p.11 ５．入出力ファイルの指定) 
④  本ソフトウェアで節点・要素の編集を行い、②で取得した節点を結ぶ各要素を決定する。 
(p.12 ６．節点・要素の編集手順) 
⑤  骨組に使用されている部材の断面形状等に関する情報を入力する。 
(p.14 ７．断面形状、寸法と材料定数の設定) 





⑨  任意節点に載荷する初期・増分荷重を設定する。(p.24 １１．初期荷重・増分荷重の設定) 
⑩  解析を制御する変位と除荷点、解析結果表示に用いる自由度を設定する。 
(p.26 １２．制御用変位と除荷点、結果表示の設定) 
⑪  オプション画面で解析を行なう FPHM 解析エンジン(詳細は後述)を選択、決定する。 
(p.29 １４．オプションについて) 


















図 3. 設計図面のサンプル(体育館トラス) 
 
 まず、メインメニュー(p.6)から「座標取込」をクリックします。 
































   ※ 十字キー「↑↓→←」で、座標(スクロールバー位置)を微調整できます。 
※ End キー(通常は十字キーの上辺りにあります)で、クリックの代わりになります。 
 






図 7. 水平方向/長さ基準線の決定 
 

















図 8. 座標系の設定完了 
 









※ 取得節点リストの選択時に Delete キーを押すことでも選択節点を削除可能です。 
 
図 9. 節点の取得と拡大鏡 
 




図 10. 全体画像ウィンドウ 
 
(6)  取得完了後は、リストの上にある座標系(水平-鉛直)コンボボックスから、水平方向、鉛




































入力データファイルを読み込んで編集することができます。入力データの欄にある「指定」を   
クリックしてファイル選択ダイアログを開き、入力データファイルを指定してください。 



















 まず、メインメニュー(p.6)から「節点・要素」をクリックし、図 14 の編集ウィンドウを呼
び出します。図 14 中の①～④の項目は、以下の説明に関連しています。 
 
 
図 14. 節点・要素の編集およびモデル描画画面 
 





    





(3)  図 14 ③「節点の設定」には取得した節点の座標が表示されています。 
節点の番号を選択するとその節点の XYZ 座標値が表示されます。もし必要があれば  
座標値を入力しなおして下の「更新」をクリックすると、その節点の座標値が更新され、
モデル内の座標も移動します。 





(4) それでは要素を構成する端部(I 端および j端)となる節点の組を設定しましょう。 
(2)で要素数を設定した後、図 14 の ④「要素の設定」にある「要素」の番号を指定し
ます。この状態で、下の「節点」コンボボックスから i 端・j 端の節点を設定し「更新」
をクリックすると、指定した i端および j端からなる要素が完成しモデルも更新されます。
(図 15。例では要素 1を節点 1と 2で、要素 2を節点 2と 3で構成) 





















 終的には図 16 のように節点要素モデルが作成されますので、視点移動・拡大縮小のコン
トロールを用いて、画面内でモデルが正しく構築されているかを確認してください。 
 
図 16. 節点・要素の編集により、解析モデルが描画される。 
 



















図 17. 要素への断面割当てウィンドウ 
 























































































B → H 形鋼はりのフランジ幅 
D → H 形鋼はりのせい 
CB → コンクリートスラブ幅 


































※ コードアングルの詳細については、FPHM マニュアル本文を参照してください。 
 
 
























































①選択時 → ②～⑤で i端側半剛接要素(柱脚耐力を考慮する要素)の設定 








③⑧「 i ( j )端側の認識番号」 
②または⑦でチェックをつけた場合に、この項目が有効となります。 
選択中の要素をどのような半剛接タイプにするかを選択します。 
②チェック時 → i 端側 ：「接合部ピン(0)」「鉄骨柱脚部の終局耐力を考慮(1)」 



















































































































①選択時 → ②～⑤で初期荷重の設定 







①選択時 → ②で初期荷重の方向と大きさ(単位: N)を設定 








②初期荷重追加時 → ③に初期荷重が記録される 









②初期荷重選択時 → ④クリックで初期荷重を削除 













































































































【機能説明】 図 25 の各項目について説明します。 
 
①「FPHM 解析エンジンの指定」 








































 ここで「はい」をクリックすると、解析を実行します(図 27)。 
 
図 26. 解析実行前の確認表示 
 






  実行画面内で英文のエラーが表示されます。 
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